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素 人 に な ろ う ！

高校 の 先 生 は、 教 科 の 専門 性 を 活か し て 、 毎日 の 授 業 を行 っ て い ます 。 先 生が 玄 人 （ 教
科 指導 の プ ロ ）と す れ ば 、生 徒 は 素人 （ 教 科 の内 容 を 理 解し よ う と 授業 を 受 ける 存 在 ） で
す 。玄 人 と 素 人の 関 係 は 、学 校 教 育の 基 本 と なる 前 提 で す。 教 え る 側の 教 師 がプ ロ 意 識 を
持 って 、 生 徒 の知 的 好 奇 心や 興 味 ・関 心 を 引 き出 す た め に、 教 材 研 究を 進 め て授 業 に 臨 み
ま す。

その 際 、 単 に知 識 を 注 入し た だ けで は 、 教 えた こ と に はな り ま せ ん。 こ れ から は 、 「 自
ら 考え 表 現 す る力 」 を 育 成す る こ とが 強 く 求 めら れ ま す 。

令和 ４ 年 か ら始 ま る 新 学習 指 導 要領 で は 、 「知 識 ・ 技 能」 「 思 考 力・ 判 断 力・ 表 現 力 」
「 学び に 向 か う力 、 人 間 性」 の 三 本柱 を 育 て るた め 、 「 主体 的 ・ 対 話的 で 深 い学 び 」 を 実
践 して い く こ とに な り ま す。 ア ク ティ ブ ・ ラ ーニ ン グ の 手法 を 活 用 しな が ら 、「 探 究 力 」
や 「論 理 力 」 を鍛 え る 教 科・ 科 目 の内 容 を 充 実し て い か なけ れ ば な りま せ ん 。

この よ う な 大き な 改 革 の時 期 に 、私 の 年 代 も含 め て 大 学受 験 を 経 験し た 教 師は 、 過 去 の
自 分の 財 産 を 整理 し 、 取 捨選 択 し なが ら 新 た なチ ャ レ ン ジを し て い く岐 路 に 立っ て い ま す。
教 師一 人 ひ と りが 、 玄 人 意識 か ら 素人 の 心 境 で謙 虚 な 気 持ち に な り 、文 部 科 学省 や 秋 田 県
教 育委 員 会 が 提言 し て い る、 教 育 改革 の 根 幹 にあ る 「 育 てた い 人 間 像」 を 仁 賀保 高 校 の 特
性 にマ ッ チ さ せ、 ス ペ シ ャル で オ リジ ナ ル な 教育 活 動 を つく り 上 げ てほ し い と願 い ま す 。

プロ 意 識 を 捨て 去 る の では な く 、素 人 に 立 ち返 っ て 、 「ど う す れ ば生 徒 が 三本 柱 を バ ラ
ン ス良 く 育 成 出来 る か ？ 」試 行 錯 誤し な が ら 研修 を 進 め まし ょ う 。

生徒 諸 君 に お願 い し ま す。 掛 け 替え の な い 高校 生 活 で 、授 業 を 通 して 達 成 感や 爽 快 感 を
感 じる こ と が でき る よ う に、 あ ら かじ め 「 な ぜ？ 」 を 意 識し て く だ さい 。 「 どう し て ？ な
ぜ ？」 の 自 問 自答 は 、 学 びの 第 一 歩で す 。

素人 は 「 知 ろう と 欲 す る人 」 な ので す 。 師 友も ろ と も 、「 素 人 」 を「 知 ろ う人 」 と 認 識
し 、謙 虚 な っ て、 積 極 的 に学 び 合 いま し ょ う 。

偏 差 値 か ら 経 験 値 へ 、 経 験 知 か ら 実 践 知 へ

偏差 値 と い う概 念 は 、 高校 入 試 や大 学 受 験 につ き も の です 。 相 対 化に よ っ て自 分 の 実 力
や 合格 可 能 性 を測 る 指 標 です 。 し かし 一 方 で 、他 人 と の 比較 に よ っ て、 偏 差 値の 高 低 で 価
値 基準 が 固 定 化さ れ 、 人 間の 潜 在 能力 を 発 揮 でき な い 場 合も あ り ま す。

仁高 生 に は 、「 偏 差 値 を意 識 す るな 」 な ど と、 押 し つ けま せ ん 。 私は 、 人 とく ら べ て 自
分 を相 対 化 す るよ り も 、 仁賀 保 高 校で の 学 び を通 し て 、 自分 の 成 長 度を 絶 対 化し て ほ し い
と 思い ま す 。 本校 で 提 供 する 学 び の中 に は 、 人生 の 達 人 を教 師 に お 招き す る 場面 が 多 く あ
り ます 。 鳥 海 山の 恵 み を 受け て 心 おお ら か に 、豊 か に 生 きて い る 人 々、 こ の 地域 を こ よ な
く 愛す る 人 々 、い つ も 仁 賀保 高 校 を応 援 し て くれ る 地 域 の皆 様 等 、 沢山 の 知 恵者 の 力 を お
借 りし て 、 ス ペシ ャ ル な 授業 が 設 定さ れ て い ます 。 今 後 も益 々 こ の 観点 で 、 学び の 裾 野 を
拡 げて 行 き た いと 思 い ま す。 仁 賀 保高 校 の 学 習で は 、 こ れま で の 一 般的 な 思 考回 路 か ら の
脱 皮が 必 要 で す。 こ の 地 域に は 、 教科 書 で は 学べ な い 教 材が 眠 っ て いま す 。 私た ち は 、 そ
こ から 得 た 知 識や 知 恵 を 活用 し て 、未 来 の ス テー ジ で 何 か実 践 出 来 るこ と は ない か ？ 探 究
し てい く チ ャ ンス を 得 て いま す 。

人間 が 、 与 えら れ た 場 所で 適 切 な判 断 を く だせ る 認 識 と能 力 を 「 実践 知 」 と言 う な ら ば、
仁 賀保 高 校 は 、こ の 「 実 践知 」 を 育成 す る た めの 教 育 活 動を 進 め て 、地 域 に 貢献 す る 学 校
に なり た い と 思い ま す 。

★ ア イ コ ンタ ク ツ （ ｉ con t act２） を 心 が けて く だ さ い。 目 と 目で 通 じ 合 い、 face
to face で 向 き 合 いな が ら 、「 考 え な がら 行 動 す る」 笑 顔 の 素敵 な 人 間た れ ！

★ メ モ を とる 習 慣 を 確立 し ま しょ う 。 生 徒手 帳 を フ ル活 用 し て くだ さ い 。メ モ を と
る 習 慣 は 、将 来 必 ず 役に 立 ち ます 。

★ 意 識 力 ＝意 思 ・ 意 志（ 瞬 間 ）＋ 気 力 （ 持続 ） で す 。意 識 力 を 育成 す る こと で 、 学
ぶ 力 が 増 幅し ま す 。 考え た こ とを 継 続 し てや り 抜 き まし ょ う 。

★ Ｇ Ｔ Ｈ は、 「 疑 問 →探 究 → 発見 」 と い う学 び の 方 程式 で す 。

★ 「 自 己 有用 感 」 を 高め て く ださ い 。 そ のた め に あ なた は 何 に 挑戦 し ま すか ?
自 分 が 誰か の 役 に たつ た め には 、 感 謝 の心 と 自 己 肯定 感 を 持 つこ と が 大切 で す ！

★ Ｎ Ｐ Ｔ は仁 賀 保 高 校プ ロ グ ラミ ン グ 思 考の 略 称 で す。 Ｎ Ｐ Ｔ を意 識 し て、 学 び を
活 性 化 し まし ょ う 。 プロ グ ラ ミン グ は 、 Trial＆ Errorで 進 め ま しょ う ！


